
第 3号様式 

令和 7年度 第 2回東部公民館運営審議会会議録 

                              （令和 7年 8月 作成） 

 

１ 開催日時   令和 7年 6月 26 日（木）午後 2時 55分～午後 5時 44分 

 

２ 開催場所  東部公民館 音楽室 

 

３ 出席者 

(1)委 員    大塚委員長、加瀬委員、吉田委員、本間委員、蠣崎委員 

       

(2)事務局   東部公民館長、三田公民館長、習志野台公民館長、飯山満公民館長、薬円台 

       公民館長 

４ 欠席者    

(1)委 員    舟橋委員、今井委員、牧野委員 

  (2)事務局   なし 

 

５ 議題及び公開・非公開の別並びに非公開にあたっては、その理由 

公 開  (1) 令和 7年度 公民館事業報告（4/1～6/25）について 

  (2) 令和 7年度 公民館事業計画（6/26～9/24）について 

  非公開  (3) 社会教育関係団体拠点変更（報告）について 

       (4) 地域課題発見・解決事業提案書（新規）について 

(5) 社会教育関係団体登録申請（継続・新規）について 

６ 傍聴人   なし 

 

７ 決定事項 

公 開  (1) 令和 7年度 公民館事業報告（4/1～6/25）について 承認 

  (2) 令和 7年度 公民館事業計画（6/26～9/24）について 承認 

  非公開  (3) 社会教育関係団体拠点変更（報告）について 承認 

       (4) 地域課題発見・解決事業提案書（新規）について 承認 

(5) 社会教育関係団体登録申請（継続・新規）について 承認 

 

８ 議事       次ページへ 

 

９ 資料・特記事項   次回 令和7年9月25日（木）午後3時から 

 

１０ 問合せ先   東部公民館 電話047-477-7171 
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日  時 令和７年６月２６日（木） 

  午後２時５５分～午後５時４４分 

会  場 東部公民館 音楽室 
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午後２時５５分開会 

 

○事務局（東部公民館長補佐） 

 それでは、定刻前ではありますが、第２回東部公民館運営審議会を開催いたします。 

 会議に先立ちまして、資料の確認をお願いいたします。 

 事前に送らせていただきました黄色の表紙「令和７年度第２回東部公民館運営審議会」

の冊子、本日机上に配付いたしました６月 16日発行の「まなびの風」、「令和６年度『家

庭教育セミナーのまとめ』」の冊子、東部地区各公民館の館報でございます。 

 そして、審議事項の案件です。宮本公民館から東部公民館への「活動拠点変更届」、「地

域課題発見・解決事業」実施要綱・審査評価表、東部公民館の「地域課題発見・解決事業

提案書」です。 

 続きまして、東部地区各公民館社会教育関係団体更新の一覧表です。これは、公民館ご

とにホチキス留めをさせていただいております。それとは別に、新規団体の登録が、東部

公民館より１件、三田公民館より２件、飯山満公民館より２件、薬円台公民館より１件と

なります。 

 不足等はございますでしょうか。大丈夫ですか。 

 資料のうち、「活動拠点変更届」、「地域課題発見・解決事業提案書」、「東部地区各

公民館社会教育関係団体の更新一覧」、「船橋市社会教育関係団体登録申請書」４件につ

きましては、個人情報に関する情報が含まれておりますので、会議終了後、回収させてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

 今日は審議事項が多く、ペーパーも多いので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、大塚委員長からご挨拶をお願いいたします。 

○大塚委員長 

 皆さん、こんにちは。第２回ということで、東部地区として和やかにいきたいと思いま

す。よろしくお願いしたいと思います。 

 いずれにしても、皆さんの今までやってきた体験、経験、そして、私どもが第三者とし

てここでお話があったことを勉強しながら、市民の皆さん、東部地区の関係の皆さんを含

めて、今、社会的にいろいろな問題が船橋にも起きています。そういう意味で、自分たち

ができることをみんなで相談しながら精いっぱいやりたいと思いますので、本年一年、ま

たご協力いただくよう、よろしくお願いしたいと思います。 

 最後に、松戸市長が８万 8,000 票ということで、４期目も期待をされているというこ

とを表明したものではないかと思います。我々も、一応市役所への仕事の関係を担ってい

るので、いろいろな生活の関係や子供さんのいろいろな問題が、今、時代が変わってきて、

社会的な内容がまた変わってきたということで、山積みになっていると思いますが、公民

館として、この中でそれらのものが含まれて、プラスになるようなことができればいいな
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と思いますので、１年間、ひとつよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○事務局（東部公民館長補佐） 

 ありがとうございました。 

 では、ただいまから、令和７年度第２回東部公民館運営審議会を開催いたします。 

 本日は、委員８人のうち、舟橋副委員長、今井委員、牧野委員から欠席の旨ご連絡をい

ただいていて、５名の方に出席をいただいております。船橋市公民館条例施行規則第 15

条第３項の規定によりまして、半数以上の出席がございますので、この会議は成立してお

ります。 

 また、会議の公開につきましては、船橋市情報公開条例第 26条及び附属機関の会議の

公開実施要綱の規定により、当審議会も原則公開となります。 

 本日は、運営審議会の傍聴希望はございませんでした。 

 それでは、議事の進行につきましては、船橋市公民館条例施行規則第 15 条第２項の規

定により、委員長が議長となります。大塚委員長、議事の進行をお願いいたします。 

○大塚委員長 

 それでは、これから進めさせていただきますので、よろしくお願いします。 

 本日の議事に入りたいと思いますが、まず、次第（１）「令和７年度公民館事業報告（4/1

～6/25）」について、東部公民館長さんから順次説明をお願いいたします。委員の皆さん

のご意見は、全公民館のご説明を受けてから頂戴いたします。 

 それでは、東部公民館長さんからお願いいたします。 

○東部公民館長 

 東部公民館でございます。資料１ページをご覧いただきたいと思います。 

 まず初めに、青少年事業の「ハッピーサタデー事業」から報告させていただきます。５

月 24日は「マジックをマスターしよう！」、６月 14日は「～おばけやしき～」、共に前

原児童ホームで開催いたしました。 

 ５月 24日の「マジックをマスターしよう！」につきましては、中央公民館のサークル

でございます千葉マジックサークルにご依頼申し上げて、子供たちにマジックを見せた

り、また、子供たちによるマジックということで、指導をしていただきました。トランプ

のマジックは、講師の方にトランプを用意していただき、子供たちは講座終了後、トラン

プを家に持って帰ることができたものですから、またマジックを家族で楽しめたのでは

ないかと思っております。 

 ６月 14日の「～おばけやしき～」につきましては、これも先ほど申し上げた前原児童

ホームで、おばけは子供たちが演じるということで開催しました。これもいろいろと工夫

をされまして、おばけやしきに入るのが怖い子供については、「お守り」というものを入

る前に渡します。そのお守りを持っていると、おばけは脅かすのを遠慮するような形で取
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り組んでおりました。様子を見ていると、２回目はお守りを使わずに入ることができたよ

とか、何回も何回もおばけやしきに入っていって、おばけやしきを通して、おばけを演じ

た子供たち、おばけやしきにチャレンジした子供たち、共に楽しく取り組めた事業になっ

たのかと思っております。 

 続きまして、次の「子ども日本語教室」の６月 21日の人数は、23 名ということで報告

させていただきます。 

 続いて、成人についてでございます。「心も体も喜ぶ健康体操教室」につきましては、

毎月２回、６月は３回実施しました。６月 21日（土）の参加人数については、44名とい

うことでご報告させていただきます。 

 続きまして、「環境講座」についてお話しさせていただきます。「私に身近な自然環境

を知ってみよう！」という環境講座を６月 24日に開催いたしました。講師は、船橋市の

農水産課、環境政策課の職員に依頼して、24 名の参加をもって開催いたしました。内容

は、「森林について」、「生物多様性について」、昨今の問題である「地球温暖化につい

て」、身近な船橋市の環境も含めた講演をしていただきました。市職員を講師とすること

によって、参加者からは、「身近な船橋の環境についてのお話を聞くことができた」とい

う感想が寄せられたところでございます。 

 また、船橋の自然環境、例えば生物の多様性について船橋の特性に触れていただきまし

て、船橋の自然と生き物は、台地から低地、海へと続く水循環に支えられているというこ

とで、船橋はこの自然環境が大きな特徴というお話をされておりました。この講座の中で

は、グループワークをしたり、パワーポイントでの映像を見たりということで、身近な環

境についての知識や理解が深められたのではないかと考えてございます。 

 次のページをお願いいたします。２ページ目につきましては、例年開催している事業で

ございます。中段の「福寿大学」の６月 19日の「国際交流（ベトナム（文化））」の人

数については、男 14名、女 80 名、合わせて 94名の参加がありました。 

 次の「介護予防教室」につきましては、６月に１回目を迎えまして、６月 24日の４回

目までが終わっているところでございます。６月 17 日の講座は、計 19 名の参加で、内

訳は、男１、女 18です。６月 24日は、合計が 24 名で、うち男が１、女 23です。どの回

も、「筋力アップ運動、フレイル予防講話」ということで、講師の指導に基づきながら、

いすに座りながらの筋力アップ運動をして、楽しく過ごしたところでございます。 

 次の３ページにつきましては、「子育てサロン『アイアイ』」「子育てサロン『ランラ

ン』」「子育てサロン『おしゃべり広場』」を開催してきたところでございまして、ご覧

のとおりでございます。 

 最後の４ページ目をご覧いただきたいと思います。２番目の「リニューアルオープン記

念 秦由加子講演会」につきまして、ご報告させていただきます。この講演会につきまし

ては、東部公民館のリニューアルを記念した事業です。講演者は、３大会連続でパラリン
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ピック夏季競技大会にトライアスロン代表として出場された秦由加子さん、千葉県出身

の方です。この方に講演をお願いしたところでございます。 

 当日は、10代から 80代の幅広い参加をいただきまして、講演は終始和やかな雰囲気の

なかで、非常に大きな苦境を乗り越えて、なお力強く生きてこられたことなど、多くの話

をいただきました。13 歳の頃に骨肉腫を発症して、そのときの家族の気持ちや、その様

子を目の当たりにした決意の瞬間を話されたときには、皆さん、胸にぐっとくるものがあ

りましたということでしたけれども、本人は、私の人生はこのままで終わってもよいの

か、人生を変えたいということで、パラアスリートに臨んだという、そういった経緯につ

いてもお話をいただいたところでございます。 

 最後に質問コーナーがあったのですけれども、「競技中にどういうことを考えているの

ですか」というお話をされたときの回答が、「『まだまだいける』というふうに思う」と。

「まだまだ」と２回繰り返すことが大事なんですと。「まだいける」というのではなくて、

「まだまだ」だと気持ちを切り替えて頑張っていけるという気持ちが芽生えるそうです。

そういうお話を受けて、皆さん共感されておりました。 

 講演に参加された方々からのご感想がたくさん寄せられました。「非常に大きな苦境を

乗り越えて力強く生きている姿に敬服し、心から応援したいと感じました」「とてもすば

らしい講演で、一人でも多くの人たちや子供たちに聞かせたいと感じました」「76 歳で

す。膝・腰が痛いけれども、『まだまだいける』と思考を変えて、たくさんの勇気、活力

をもらいました」「一歩踏み出すきっかけは自分でつくる。励ましの話を聞けてよかった」

ということで、たくさんのご感想をいただいた講演会でございました。 

 最後になりますが、４ページの一番下です。「サークル活動見学・体験月間」につきま

しては、前回の審議会でも計画としてお話しさせていただきましたが、今月の１日から

29日までの約１か月間で、東部公民館の登録団体 39団体が、「どうぞ、市民の方、見学・

体験に来てください」と。サークルの会員の減少が課題となっている中で、会員の増加を

図ることを目的に、現在開催しているところでございます。今のところ、およそ 30人の

方が関心のあるサークルに体験に来ていただいている状況でございます。30 人の方が体

験して、結果はどうなのだろうかということにつきましては、公民館のほうで各 39団体

にアンケート調査用紙を渡してあります。１か月後に回収ということで７月の末に回収

する予定です。最終的に会員になりましたかとか、そういったアンケート調査の報告をも

らう予定でございますので、また次回のときにその報告をさせていただきたいと思って

ございます。 

 東部公民館からは以上でございます。 

○大塚委員長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、三田公民館さん、お願いできますか。 
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○三田公民館長 

 それでは、三田公民館が該当の期間に実施いたしました事業についてご報告いたしま

す。 

 まず、青少年事業からです。６ページをご覧ください。６月 21 日に実施いたしました

「ハッピーサタデー事業」の「軽スポーツで楽しく遊ぼう！」についてです。三田習地区

スポーツ推進委員会が講師となり、室内雪合戦を行いました。人数を申し上げます。男 19

名、女 12名、計 33 名でした。軍手を丸めたものを雪に見立てて投げ合いまして、雪に当

たったらアウトとするルールで、合戦の場には段ボールでつくったシェルターがあり、逃

げ込むことができるようになっております。３チームに分かれまして総当たり戦を２回

行い、一番よく作戦を立てていたチームが優勝いたしました。幼児から小学生まで幅広い

年齢層の中、作戦を通して交流が持て、楽しんでもらえたことがよかったと思います。 

 続きまして、成人対象事業です。６ページの下の「三田セミナー 前期」ですが、生涯

学習コーディネーターとの協働事業となっております。今年度は、「人生 100 年時代を彩

る、新たな趣味との出会い」をテーマに、散策とヨガの講座、それから、浮世絵の講座を

行いました。その中の「習志野・陸軍遺跡ぶらり旅」は大変人気が高く、受付開始から 45

分で定員に達した講座となりました。実籾駅から出発しまして、京成大久保駅に到着する

４キロほどのルートを歩きました。俘虜収容所、高津廠舎、鉄道連隊演習線、騎兵旅団司

令部跡などの史跡を訪ねまして、地域の歴史に触れる機会となりました。天気がよく、暑

い日でしたが、史跡の説明では日陰に入り、途中トイレ休憩を取りながら歩き、２時間 30

分の散策となりました。 

 次のページに参りまして、「スマホ活用講座『入門編』」の人数を申し上げます。男３

名、女８名、計 11名でした。 

 続きまして、高齢者事業です。「三田寿大学」の２回目、６月 12日に「いきいき過ご

すための心の健康あれこれ」と題しまして、東邦大学健康科学部看護学科の教員を講師に

お迎えし、高齢期の心とフレイルについてお話しいただきました。高齢期には、身近な方

を亡くしたり、体力が低下するなど、喪失感、不安感からフレイル状態になることがあり

ます。ご自身がそうなっていないかセルフチェックをしたり、笑いヨガで楽しく体をリフ

レッシュしたり、隣の方と感想をお話しして交流したりと、楽しく学んでいただけまし

た。三田寿大学で人気投票をしますと、健康の講座が必ず上位に入ってきます。今回も、

三田では多い人数なのですけれども、66 名の方がお越しになりまして、熱心に受講され

ておりました。 

 次に、その他の事業です。８ページをご覧ください。「地域の健康課題と対策」では、

東邦大学健康科学部看護学科の学生が、三田公民館で活動している団体に参加して一緒

に体験し、健康についてのインタビューを行って、それを基にこの地域での健康課題を見

いだし、解決策をプレゼンするという事業です。今年で３年目となります。 
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 今年度は、三田絵手紙サークルにご協力いただきまして、東邦大学健康科学部看護学科

の学生と交流していただきました。１回目は、絵手紙の体験の後、サークルの皆さんに学

生から健康に関するインタビューを実施しました。２回目は、学生が地域で健康に過ごす

ためのプレゼンテーションをサークルの皆さんを対象に行ったのですが、三田地域に坂

が多いことから、体力や足腰の向上により、フレイル予防をすることを提案していまし

た。インタビューの中で、栄養のバランスの取れた食事をつくりたいという希望があった

ことから、高齢期に必要なたんぱく質を多く取れる低栄養予防のレシピなども掲載した

リーフレットもつくられまして、サークルの会員に配付したほか、公民館のほうにも配架

いたしました。来館者の方にもお手に取っていただき、地域の皆さんにも役立ててもらえ

ればと思っております。 

 三田公民館の事業報告は以上となります。 

○大塚委員長 

 ご苦労さまでした。 

 それでは、続きまして、習志野台公民館さん、お願いします。 

○習志野台公民館長 

 では、習志野台公民館の事業報告をさせていただきます。 

 まず、９ページ、青少年事業の「ハッピーサタデー事業」です。こちらは「軽スポーツ

を楽しもう」で、記載のとおりでございます。 

 また、成人事業といたしまして、「家庭教育セミナー」「地域再発見講座」を記載のと

おり開催いたしました。 

 次の 10ページに参りまして、２番目、「Ｎゲージジオラマ公開運転会」についてご説

明させていただきます。まず、Ｎゲージ講座でございますが、こちらは走行線を内・外・

中と３線設け、それぞれ１区分を 30 分と時間設定をいたしまして、全部で 20 枠分の予

約枠を設けました。事前に受付をし、15 枠の申込みがありまして、開催できました。予

約はほとんどが小学生だったのですけれども、親子で走らせていたり、また、講堂という

広い場所を使っておりますので、家庭ではできないＮゲージの走行会とすることができ

たと考えております。 

 次に、上から３番目、「習台ときめき講座①」と、それから、その下「習台ときめき講

座②」でございます。こちらは、習志野台地区の生涯学習コーディネーターとの協働事業

といたしまして、企画から話合いをして、内容を決めて開催いたしました。 

 習志野台公民館は、今年度、工事休館のため、６月からお部屋が使えなくなってしまう

関係で、５月までは公民館としてもできるだけ公民館利用団体に部屋が使えるようにと

考えておりまして、もともと寿大学の枠として確保しておりました講堂を使用して開催

いたしました。これは、毎年５月の第３週木曜日、講堂ということで決まっておりますの

で、団体には影響が出ないのかなということで開催をしたために、午前と午後の２回開催
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という形態となっております。講座としては、こちらにございますように、環境について、

それから、立ち方、姿勢、呼吸法など、そうした学びの場とさせていただきました。こち

らの講座は、別々に受け付けております。ただ、これは午前と午後ですので、お昼を持っ

てきて一日参加される方もおりまして、公民館講座で一日楽しんでいけたのかなという

ような考えでおります。今後も、コーディネーターと話をしながら、いろいろな形、また、

時間帯などで開催していきたいと考えております。 

 次の 11ページです。高齢者事業に関しましては、こちらに記載したとおりでございま

す。 

 次、12ページに移りまして、その他事業でございます。こちらは、「おもちゃの病院」

「将棋開放」「卓球開放」とございます。６月から工事による休館のため、今年度に関し

ましては５月の末で終了としておりますので、ほとんどの講座が終了しております。た

だ、将棋もそうですし、卓球、おもちゃの病院もそうなのですけれども、今後もぜひ継続

してほしい、またやってほしいという声はいただいております。ですので、次年度以降も、

各団体などと話をしながら実施していきたいと考えております。 

 また、こちらに記載はありませんが、おもちゃの病院は、おもちゃを預かるといったこ

とがあり、おもちゃを返却する場がなかったということで、５月の最終日、31 日に一日

時間を設けまして、おもちゃを返却する時間を取って開催いたしました。 

 習志野台公民館の報告は以上です。 

○大塚委員長 

 ありがとうございました。 

 それでは、次に、飯山満公民館さん、お願いいたします。 

○飯山満公民館長 

 飯山満公民館です。よろしくお願いします。令和７年４月１日から６月 25日までの事

業報告をさせていただきます。ページは 14ページからになります。 

 まず、青少年事業の「ハッピーサタデー事業」になります。こちらは６月 14日に開催

しております。天然スケルトンリーフを使ってアートフレームを作成いたしました。スケ

ルトンリーフは、植物の葉脈にスポンジで色をつけて、写真立てみたいなフレームに飾る

作業になります。子供たちが自由な発想で色づけをしておりました。 

 次に、「クラブ活動支援」になります。参加人数につきましては、男子が 16名、女子

が 16 名、合計 32 名の児童に参加していただきました。こちらの事業は令和６年度から

実施しておりまして、当館の吹き矢、ウクレレ、卓球の３つの社会教育関係団体に、月１

回、合計７回、授業中に行うクラブ活動に講師として参加していただきました。吹き矢に

つきましては、当館、飯山満公民館のほうで実施し、ウクレレと卓球は飯山満南小学校で

実施いたしております。地域全体で子供たちの学びや成長を支えるとともに、地域と学校

が相互にパートナーとして連携・協働して行う地域学校協働活動になると思っておりま
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す。昨年も参加した児童がおり、講師と楽しく、吹き矢などはうまくなっていたような感

じでした。 

 次に、成人対象事業になります。「鉄オタ先生が語る『楽しい鉄道あれこれと駅弁の

旅』」になります。こちらにつきましては新規事業で、鉄道に関する講座を開催したこと

がある講師をお呼びして、様々な鉄道の話を伺いながら、最終日の５月 10 日には駅弁を

参加者全員で食べ、交流を深めることができております。 

 次のページ、15ページになります。「はさま学びの泉～船橋市の市境を見に行こう～」

という講座になります。こちらは、１日目は座学で、散策する場所の予備知識を得るため

にスライド等を使って講師が説明をしました。残りの２日間は、丸山と下総中山を散策し

ました。雨も降らず、天候も恵まれ、滞りなく散策ができ、実際に現場を見ることができ

た参加者はイメージがしやすかったと思われます。また、船橋は、鎌ケ谷、市川以外にも

習志野、八千代、白井と接しているので、さらなる続編も考えられます。 

 続きまして、「体験して感じて！パラアスリートに教わるポジティブな車いすの世界」

になります。車いすの体験を通して、障害者への理解を深める事業となっております。障

害者理解については、気遣いや同情を誘う内容ではなく、ポジティブな視点から捉えたも

のとなっており、通常の車いす、オーダーメードタイプの車いす、競技用の車いすの体験

ができ、受講者からも好評でありました。 

 次に、「パパママもハッピーサタデー」になります。こちらは託児つきの講座となりま

して、14 ページの「ハッピーサタデー事業」に参加したお子さんのパパママや、子育て

中のパパママの方が対象となります。参加人数 11 人のうち９人が 30代から 40 代と、比

較的若い方に参加していただきました。中には夫婦で参加をしていただいた方もおりま

して、子育てから離れ、自分の時間を楽しむ時間になっていたと感じます。 

 次に、高齢者事業になります。「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」につきましては、

記載のとおりとなっております。 

 次のページをご覧いただいて、「飯山満寿大学」になります。まず、６月 19日の参加

人数につきましては、男 10人、女 47人、計 57 人でした。５月には、開講式と「みんな

で歌おう昭和歌謡」ということで、コンサート形式で、COOKIES という団体をお呼びしま

して、２人組なのですけれども、昔の歌声喫茶みたいな歌本をつくって、それを見ながら

みんなで歌える事業となります。「心も体も軽くなる健康ダンス」は、介護福祉士の先生

にお願いして、みんなで踊りを踊って、体の仕組み等を考えながら運動していただく事業

となっております。 

 次に、「シルバー男性料理教室」になります。こちらは、地区社会福祉協議会との共催

事業となりまして、記載のとおりとなります。６月 20日の参加人数は、男子 15 名、合計

15名になります。料理の内容につきましては、６月 20日は、マグロのアボカド丼、カブ

のみそ汁、ナスとピーマンの炒めものをつくりました。 
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 次に、その他事業として、「ゆびとま子育てサロン」です。こちらも記載のとおりとな

っております。 

 最後に、次の 17ページ、「社会教育関係団体研修会」につきましては、33 団体の 33名

の方が出席されました。今回、滞りなく資料のほうも提出をしていただいております。 

 飯山満公民館からは以上となります。 

○大塚委員長 

 ありがとうございました。 

 それでは、最後に、薬円台公民館長、お願いいたします。 

○薬円台公民館長 

 薬円台公民館の当該期間の事業を報告いたします。 

 まず、18 ページです。青少年事業になります。「ハッピーサタデー推進事業」の「走

り方教室」になります。当日は 23名の参加となりましたが、スキップ、ジャンプ、ジグ

ザグ走など、様々な練習法を取り入れながら、足の上げ方、手の振り方など、指導も的確

で、子供たちは楽しそうに熱心に取り組んでおりました。練習後には、コーチに「子供の

頃、どんなスポーツをしていたか」など様々な質問がされていて、「小学生時代はいろい

ろなスポーツを経験するといいよ」というアドバイスがすごく印象的でありました。ま

た、多くの保護者の方が熱心に見学をしておりました。 

 前回お話がありましたこの「走り方教室」ですが、今後、追加の件や、２こま取ってい

る時間の中で２グループ実施すること、秋にも実施をというお話がありましたが、確認を

しましたところ、講師の先生がお忙しい方で、「走り方教室」を企画したときも、日程や

時間の調整が難しかったそうです。この５月 10日も、午前中は成田で学校の先生たちに

指導をしてから来るような状況だったそうで、時間についても急いで来ても２時半頃に

なってしまうというふうに聞きました。来年のお話も先生にさせていただいたのですけ

れども、なかなか希望に沿えないような感じを受けました。 

 次に、「ユニバーサルスポーツに挑戦！」です。人数は、ごめんなさい、男女比はあれ

ですけれども、16 名の参加がありました。３人１チームの対抗戦で、ボッチャ、卓球バ

レーを楽しみました。また、今年度からは車いすバスケが新種目として登場しまして、参

加者は車いすの動かし方にもすぐ慣れて、シュートを決めておりました。応募者は少なか

ったのですけれども、参加者同士はすぐに打ち解けていて、大人も子供も楽しくそれぞれ

のスポーツを体験していました。私も参加をしたのですが、思ったより難しく、でも楽し

かったので、もっと幅広く周知する方法や応募方法などを検討しながら、来年度以降も引

き続き行っていきたいと考えております。 

 次に、「学社連携事業 クラブ活動支援事業」になります。今年度の１回目、２回目の

練習となりました。太鼓クラブに新しく入った児童が 12 名、昨年から引き続きクラブに

入った児童が４名で、定員いっぱいの 16 名で活動をしております。 
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 次に、成人事業でございます。６月３日に行った「アートカードを使った美術鑑賞、美

術解説」でございますが、16 名の参加がありました。４人４班に分かれて、２枚の絵を

開いて共通点を探したり、１枚ずつ順番に開いてつなげながら話をつくったりと、ゲーム

をしながら脳を活性化させ、楽しく美術鑑賞を行いました。また、最後には、文化課の益

子学芸員からカードの解説をしてもらい、参加者からは「楽しい時間だった」「また企画

してほしい」というような意見をいただきました。 

 ２つ目の「オイルでセルフマッサージケア」ですが、34 名の参加がありました。申込

みもすぐいっぱいになり、マッサージや健康に興味のある方が多いということがうかが

えました。参加者同士が交流する時間も多くて、有意義な時間になったのではないかなと

思います。 

 続きまして、高齢者事業の「やくえんだい福寿大学」になります。開講式はゴスペル調

に音楽を行いました。曲は「アメイジング・グレイス」でしたが、リズムを取りながら歌

って踊って会場が一体となり、最後はピアノの音色に癒やされ「楽しかった」「あっとい

う間だった」というたくさんの声をいただきました。２回目は、「アンガーマネジメント」

を実施いたしました。この日は猛暑となって、出席者が少ないのではないかと思いました

が、115 名の方に集まっていただきました。感情をコントロールして適切に怒りを表現で

きるように心理トレーニングをということでしたが、参加者からは、「最近イラつかない

のよね」とか「身近に怒りを感じないのよね」というような意見がありました。私も参加

をしてみて、皆さんにこにこやっていたので、この講座を受けている人は穏やかに生き生

きと日々生活をしているのだなというふうに感じました。 

 続きまして、「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」です。１回目の４月 22 日は 71名、

２回目の５月 28 日には 69名と多数の参加がありました。 

 続きまして、「カンガルーぽっけ」になります。１回目の５月 12 日の「親子で遊ぶ」

は、親子６組、12名の参加がありました。１回目は顔合わせ的な感じで進めましたので、

子供たちはおもちゃで自由に遊び、親は保育ボランティアに子育てについての相談など

をしておりました。６月９日は「ベビーマッサージ」を実施し、８組 16名の参加があり

ました。 

 19 ページ、一番下です。「社会教育関係団体研修会」ですが、４月 17日に行いました。

102 団体中 84 団体、109 名の参加があり、登録年だったため、登録申請書を記入する上で

の注意事項、社会教育関係団体の望ましい在り方、薬円台公民館使用に当たっての注意事

項などをサークル会員向けに説明いたしました。 

 続きまして、20ページ、「やくえんだい軽スポーツフェア」になります。６月８日に、

薬円台小学校の校庭と体育館を使い実施いたしました。この日はぎりぎりまで雨が残っ

ていて心配しておりましたが、開会までには雨も上がり、昼近くには少し蒸し暑い天候と

なりました。地域のイベントとして楽しみにしている方も多いため、未就学児から高齢者
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まで幅広い年代の地域住民が参加し、合わせて 244 名の参加がありました。ちなみに、去

年は 200 名の参加でした。どの種目も盛り上がっておりまして、体育館内は冷房が効い

ているせいか、各種目、待機列ができるほど大盛況で、多くの子供たちが楽しんでおりま

した。こちらは、地区自治会連合協議会をはじめ、地区の各団体、公民館職員など、約 25

名のスタッフで行っております。 

 最後になります。「地域緑化支援事業」です。６月７日に、約 20 名のボランティアの

方と植付けを行いました。天候もよかったので、熱中症とかに気をつけながら、薬園台駅

前と線路脇の花壇に色鮮やかな花を植えました。 

 薬円台公民館からは以上になります。 

○大塚委員長 

 ありがとうございました。 

 初めの６月 25 日まで、５館の館長さんのほうからご説明をいただきました。委員の皆

様には、ただいま報告があったこの内容について、何かご意見がございましたらお願いし

たいと思いますが、いかがでございましょうか。 

○本間委員 

 東部もそうですけれども、リニューアルしたこういう記念講演というのは目新しいか

ら、やっぱり参加者が多いなと。日時の設定が一番いいのかな。多分お休みの日だったか

ら。だから、小さい 10 代から 80 代まで参加できたのかなというのがあったので、企画

をするときも、そういう日にちと時間を検討していただくと、小さい子から高齢者まで全

員が参加できるかなと感じましたので、よかったのかなと思っています。 

○東部公民館長 

 ありがとうございます。 

○大塚委員長 

 ほかの方はどうでしょうか。何かご意見はございませんでしょうか。 

○本間委員 

 三田と習志野台と飯山満にはちょっとお声をかけたいのですけれども。 

 三田の「地域の健康課題と対策」というので、東邦大学健康科学部看護学科の学生と交

流を含めてリーフレットをつくったという話だけれども、これからの公民館活動という

のはこういう活動をしていかなければいけないのかなと感じながら読ませていただきま

した。これからは、そういうところと我々利用する人たちの交流が図れて、いいものがで

きてくるといいのかなと、「ああ、すごいな」と思いながら読ませていただきました。あ

りがとうございます。 

 習志野台と飯山満ですけれども、Ｎゲージというのは、今、鉄道のファンの方は男性ば

かりではなくて女性も増えているので、これは本当にすばらしいなと。今、男の人より女

の人のほうが結構人気があるみたいで、これからはこういうものをやるとみんな入って
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くるのかなと思いながら見ていました。最後の駅弁がいい。最後にみんなで食べられるの

はいいなと思いながら読ませていただきました。今、参加するに当たっては、男女は関係

ない。男性の方も女性の方も今増えているので。日時もちょうどいいから、小さい子も、

小学生がどうとかと書いてあったけれども、親子で参加できるというのは、利用していた

だく側からすればうれしいことではないかなと。人数が増えてくれればいいことだから。 

○大塚委員長 

 毎年５月に少年少女交歓大会というのをグラウンドでやっているのですけれども、そ

こにミニサイズの日本の機関車を走らせて、皆さんが参加して、乗ってくれるわけです。

子供さんもさることながら、親子で一緒に乗って、僅かな短い距離ですけれども、何回も

何回も乗って、時間がなくなるほど混んでいる。要するに、日本人として、機関車という

乗り物は相当興味があるのだろうなと思います。私は今まで少年少女交歓大会に 30年以

上参加していますけれども、参加人数が多いですよね。今年は珍しく津別町のトップがい

ろいろと見学に来ていました。 

 ほかに何かございませんか。 

○本間委員 

 ぜひそういう企画をいっぱいやっていただくと、幅広い人たちが参加できるのと、親子

が参加できる場合は、日時を設定してあげる。暑さもいろいろあるけれども、日時かなと

思います。すてきな企画もあって、大学生とコラボではないですけれども、そういうふう

にしていくのが公民館のお仕事の一つかなと思いながら読ませていただきました。よか

ったです。 

○大塚委員長 

 それでは、公民館事業報告について、採決をとらせていただきます。東部ブロック公民

館の事業報告につきまして、ご承認いただける方は挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

○大塚委員長 

 全員挙手でございます。各公民館からの事業報告につきまして、ご承認をいただきまし

た。 

 続きまして、次第（２）「令和７年度公民館事業計画（6/26～9/24）」について、東部

公民館長さんより順次説明をお願いいたします。委員の皆さんのご意見は、全公民館の説

明を受けてから頂戴いたします。 

 それでは、東部公民館長さん、よろしくお願いいたします。 

○東部公民館長 

 東部公民館でございます。６月 26 日から９月 24 日までということで、21 ページでご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

 最初に、青少年事業の「ハッピーサタデー事業」でございます。６月 29日と７月 26日
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の２件を掲載してございますが、６月 29 日（日）、「軽スポーツフェア」についてお話

しさせていただきます。「軽スポーツフェア」につきましては、前原地区スポーツ推進委

員会の方のご協力をいただき、東部公民館全館の部屋を使用して開催するものでござい

ます。各部屋に子供たちの遊びのコーナーを設けるものでございまして、ペットボトルダ

ーツ、お箸で豆遊び、空き缶積み、雪合戦、ボッチャ、輪投げ等の遊びのコーナーを予定

しております。募集したところ、定員の 150 名があっという間にいっぱいとなる応募が

ありまして、子供たちに楽しみにしていただいているのかなと思う中で、今現在、会場の

準備を進めているところでございます。 

 続きまして、22 ページでございます。「家庭教育セミナー」ということで、これも昨

年度に引き続いてでございますが、二宮小学校のＰＴＡとの家庭教育セミナー、その下の

段は、モンテッソーリたんぽぽ子供の家父母会と連携した家庭教育セミナーです。それぞ

れの団体と連携しながら開催するものでございまして、それぞれ全３回のセミナーを予

定してございます。 

 「二宮小学校家庭教育セミナー」につきましては、１回目を９月 16 日に開催します。

アンガーマネジメントをテーマにした講義ということで、講師の方をお招きしてのご講

演をお願いするものでございます。これにつきましては、二宮小学校の役員の方が、法典

公民館での家庭教育セミナーで同様のアンガーマネジメントを開催した中で、このセミ

ナーをぜひとも、ということで発案されたのがきっかけでございました。アンガーマネジ

メントは、怒らないことを目指すものではなく、感情をコントロールする力を育み、家族

や周りの人とよりよい関係を築くヒントを体験する講座ということを目的に開催したい

ということで計画を進めているところでございます。 

 続きまして、「モンテッソーリたんぽぽ子供の家父母会家庭教育セミナー」につきまし

ては、「いのちとからだと性について」ということで、「性について」というのは昨年に

引き続いての講演会でございますが、父母会の役員の方のリクエスト等に基づいて、７月

７日に開催するものでございます。 

 続きまして、24 ページでございます。「地域課題発見・解決事業」の講演会「いのち

のはなし」についてでございます。９月７日（日）に、３つの時間帯、内容で助産師から

お話をお伺いするものでございますが、このお話につきましては、本日の公民館運営審議

会の後の議題の「地域課題発見・解決事業」で詳しくお話しさせていただきたい事項とな

りますので、後ほど説明させていただきたいと思ってございます。 

 東部公民館からは以上でございます。 

○大塚委員長 

 ありがとうございました。 

 それでは、三田公民館長さん、お願いいたします。 

○三田公民館長 
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 それでは、三田公民館から、該当の期間の事業計画についてご説明いたします。 

 まず、青少年事業です。25 ページをご覧ください。「夏休み学習スペース開放」につ

いてお話しさせていただきます。こちらは新規事業となっております。開始日は、小中学

生が夏休みに入る７月 19 日（土）から行う予定でおります。暑い夏の期間、特に８月は、

公民館で活動しているサークルは暑さ対策のためお休みをすることが多いです。その空

き部屋を小中高校生の勉強スペースとして活用してもらおうという試みです。 

 学習に来られたお子さんたちには、窓口に声をかけてもらいまして、空いているお部屋

を案内いたします。時間は９時からで、終わりの時間は、こちらは 21時となっておりま

すが、今、各学校に問合せをしているところで、夏休みのしおりに書かれている帰宅時間

は中学生は18時ということで、各学校に帰宅時間を確認しまして、小中学生の帰宅時間、

ご利用いただく時間をこれから決めていきたいと思っております。 

 次に、成人事業から、「はじめてのカリンバ体験」についてお話しいたします。26 ペ

ージになります。こちらは、新規事業で目玉事業となっております。三田公民館の課題と

して、20代から 50代の方のご利用が少ないというものがあります。その年代の方に参加

してもらいまして、公民館を知ってもらおうという狙いで企画いたしました。 

 カリンバという楽器は、両手で持って、親指で鍵盤となる金属をはじいて音を出す楽器

です。弾きやすくて、購入するにも金額が手頃で、また、音が小さいため、夜に部屋で練

習していても周囲に影響がありません。コロナ禍のおうち時間の趣味として最適で、人気

が出ました。YouTube の演奏動画から認知度が上がったせいか、若い方々に人気がある楽

器です。土曜日に実施することで、就業されている方も参加しやすいようにいたしまし

た。講師は、「おてがるカリンバ協会」という姫路にある団体の認定講師のため、この協

会から楽器を参加する人数分お借りすることができるので、気軽にご参加いただけるも

のとなっております。既に６月２日からお申込みを開始いたしまして、２週間ほどで定員

の 16名に達しました。 

 続きまして、その他の事業です。27 ページをご覧ください。「夏休み特別企画 親子

防災講座『大切な人を助けよう！』」についてですが、こちらは、小学生の親子、幼児の

親子を対象に、生涯学習コーディネーターと協働で行う事業となっております。災害の知

識を学び、いざというときに、自分だけでなく、大切な家族や周りの方を助けられるよう

になることを目的として行っております。具体的には、「あっぱ君」というハート型の器

具を使いまして、胸骨圧迫の体験をします。また、ＡＥＤの使い方も併せて学びます。小

さなお子さんには、防火服を着て写真が撮れるブースをつくったり、防災備蓄品のクラッ

カー、お水などをお土産にしまして、どんな味なのか、試してもらおうと思っております。 

 三田公民館からは以上です。 

○大塚委員長 

 ありがとうございました。 
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 続きまして、習志野台公民館長さん、お願いします。 

○習志野台公民館長 

 習志野台公民館の事業計画についてご説明申し上げます。ご存じのとおり、休館してご

ざいます。28 ページと 29 ページの２つになりますので、よろしくお願いいたします。 

 まず、28 ページ、青少年事業の「ハッピーサタデー事業」です。「みんなで楽しむコ

ンサート」を開催いたします。こちらは、毎年、習志野台地区青少年の環境を良くする市

民の会さんと共催、協力事業として実施しておりますが、今回、習志野台公民館の講堂を

使えないということで、環境を良くする市民の会で習志野台第一小学校の体育館を借り

られるように調整をしていただきまして、学校を会場とします。マリンバ奏者の宮野下シ

リュウさんのグループ Calamus（カラムス）、習志野台第一小学校の吹奏楽部、ママさん

コーラスグリーの皆様にお願いして、どなたでもお越しいただけるコンサートとして開

催する予定でございます。学校を使うことで、講堂よりも規模の大きいコンサートとする

ことができておりますので、よりたくさんの人に来ていただければと考えております。 

 次に、上から３番目、「小学生親子見学会『科学って楽しいな』」を新規事業として開

催いたします。こちらは、日本大学理工学部船橋キャンパスにございます科学技術史料セ

ンターを小学生の親子で見学いたしまして、中で簡単なワークショップを開催する予定

でございます。こちらは住所が船橋市習志野台７丁目ということで、近くにある大学を見

学して、科学について興味を持ってもらえればと考えております。伊豆原月絵先生は、坪

井公民館でも同じような講座を開催しております。ワークショップ等、大学生もお手伝い

していただけるということなので、科学について、また、近隣の学校について、小学生に

興味を持ってもらえればいいなと考えております。こちらは既に申込みも 34組来て、定

員 15組を超えております。受付終了して、抽せんとなっておるところでございます。 

 そのほかの講座につきましては、記載のとおり、児童ホーム等での開催となっておりま

す。 

 習志野台公民館の説明は以上でございます。 

○大塚委員長 

 どうもありがとうございました。 

 それでは、飯山満公民館長さん、お願いいたします。 

○飯山満公民館長 

 飯山満公民館です。よろしくお願いします。29 ページになります。 

 「夏休み宿題応援企画」としまして、「読書感想文教室」「理科実験工作教室」を実施

いたします。 

 「読書感想文教室」につきましては、元小学校教諭の水沼良子先生を講師にお招きし、

小学３年生と４年生、小学５年生と６年生、２組に分けて２回ずつ実施いたします。１回

目につきましては、本の選び方、読み方、原稿用紙の使い方などを教えていただき、２回
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目につきましては、感想文の書き方、書き出し、推敲の仕方などを学んでいただきます。 

 次に、「理科実験工作教室」につきましては、千葉県立船橋東高校の理科部にお願いを

いたしまして、高校生が考えた実験を伴った工作の５つのブースで、小学生には２個ずつ

選んでいただき、それぞれ高校生に教わりながら作品を作成していただき、家に持ち帰っ

ていただく自由研究となっております。 

 その次の「夏休み卓球教室」につきましては、飯山満中学校の卓球部の生徒に地域の小

学生が卓球を教えていただきます。こちらは３年目となっております。「近隣の学校と連

携し、地域ぐるみで子供の成長を支援する」という重点目標に沿った事業となっておりま

す。 

 続きまして、次のページ、30 ページになります。成人事業として、「教えて！私のス

マホの使い方」「スマホ写真の整理術！増え続けるデータをスッキリ管理する方法」とい

うスマホを用いた講座を６月 27 日と９月４日に実施いたします。「教えて！私のスマホ

の使い方」につきましては、普通のスマホの使い方をジェイコムさんに講師をお願いして

学んでいただく形になっております。「スマホ写真の整理術！増え続けるデータをスッキ

リ管理する方法」につきましては、Google やクラウドでの写真の整理の仕方を、フォト

コミュニケーション協会の代表理事の渕上さんに教えていただく形になっております。 

 その１個上、新規事業として「イラストで描く私のくらし」という事業を行います。こ

ちらにつきましては、船橋出身のイラストレーターに、日々の暮らしで出会うお気に入り

について描くことをテーマに、講座の参加者にイラストを作成してもらう企画となって

おります。 

 「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」につきましては、記載のとおりとなります。 

 「飯山満寿大学」は、７月 17 日に「フルートとピアノのコンサート」、８月は休止し

まして、９月 18 日に「わかりやすい介護保険の使い方」の講座を実施いたします。 

 最後、31 ページの「シルバー男性料理教室」「ゆびとま子育てサロン」につきまして

は、記載のとおりとなっております。 

 飯山満公民館からは以上です。 

○大塚委員長 

 ありがとうございました。 

 では、最後に、薬円台公民館さん、お願いします。 

○薬円台公民館長 

 薬円台公民館の６月26日から９月 24日の事業計画について説明させていただきます。 

 まず、青少年事業としまして、「ハッピーサタデー推進事業」になります。７月 23 日、

７月 29 日、８月 23日と、夏休みに行います。一番最後の「ＤＮＡを見てみよう」に関し

ては、かずさＤＮＡ研究所の方に講師を依頼して、ブロッコリーからＤＮＡを採取いたし

ます。昨年は秋に開催し、好評だったため、今年は夏休みに企画をいたしました。 
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 次に、「ＤＩＹこども工作教室」になります。こちらも、去年同様、生涯学習コーディ

ネーターとの企画になっております。こちらは、子供たちが自由にイメージをして制作を

することになります。 

 32 ページの一番下、成人事業の「やくえんだい楽学講座」になります。こちらは目玉

事業となっております。企画委員８名とともに企画運営している事業で、４回の講座とな

っております。こちらの募集は終えておりまして、定員 30名のところ、57 名の申込みを

いただいております。抽せんになりました。「紅茶のふるさと南インドを旅する＆紅茶試

飲」「編集者 50 年の備忘録」「生物多様性って知ってる？」「馬頭琴のレクチャーコン

サート」になります。４回目の「馬頭琴レクチャーコンサート」については公開講座とし

ておりますので、今、申込みを受けている最中になります。様々な分野を学ぶ講座となっ

ております。 

 次の「本場のキムチをつくろう！」に関しては、新規事業になっております。こちらも

生涯学習コーディネーターとの共催事業となります。キムチづくりを体験することにな

りますけれども、詳細はまだ未定となっております。講師については、日本にお住まいの

韓国籍の方にお願いするということになっております。 

 33 ページの３つ目、「ドライフラワー講座」になります。昨年からの講座になります

が、昨年好評で、20名定員のところ、70名の応募があって抽せんになりましたので、今

年も昨年に引き続き実施するものです。人数を増やすことも考えたのですけれども、先生

が１人のため、20名が限界とのことで、今年も 20名の募集になります。 

 次に、高齢者事業です。「やくえんだい福寿大学」になります。７月 15 日には、船橋

東警察署生活安全課の職員による「防犯講話」、９月 16 日には、文化課の「ふなばしの

美術」ということで、船橋の美術について学ぶことになります。 

 33 ページの一番下になります。「Let's ダンスエクササイズ～千葉ジェッツシニアダ

ンス教室～」です。地域の高齢者同士の交流を促すとともに、心身の健康に寄与すること

を目的に、ジェッツのチアリーダーズを講師として、ダンスでエクササイズを行います。

こちらは、４月８日に習志野台公民館で実施した、「意外にハードだ」と言っていたダン

ス教室になります。 

 「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」「カンガルーぽっけ」については、記載のとお

りになります。 

 下から２番目、「薬円台ふれあいコンサート」です。地域の音楽愛好者で実行委員会を

組織しておりまして、年２回のコンサートを実施します。毎年楽しみにされている方が多

く、企画委員も、身近な地域で気軽に音楽を楽しめる機会を提供し、様々な音楽を届けら

れるよう企画してくれています。今回は「スティールパンとギターのコンサート」になり

ます。 

 薬円台公民館からは以上になります。 
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○大塚委員長 

 ありがとうございました。 

 後半部分で、全公民館さんから説明をいただきました。委員の皆様、ご質問、またはご

意見がございましたらお願いいたします。いかがでしょうか。 

○本間委員 

 東部公民館の「地域課題発見・解決事業」は、さっきここでちらっと資料を読ませてい

ただきましたけれども、こういう生きるというか命のお話というのは、親子ではなかなか

難しいところで、こういうところでやるのもいいのかなと思いながら読ませていただき

ました。中学校だと、命の授業が昔あったけれども、今はやっているかどうか分かりませ

ん。そういうのもお話があったので、本当にそれはよかったかなと思っています。後で説

明を受けますが、学年ごとに違うというから、いいと思います。 

 三田公民館ですけれども、夏休みの学習スペースは本当にうれしいなと。これは年齢層

は。 

○三田公民館長 

 年齢層は、小学１年生から高校３年生までになります。 

○本間委員 

 飲食は。お弁当を持ってきて食べたり。 

○三田公民館長 

 お弁当を持ってきていただければ、その場で食べていただこうと思っています。 

○本間委員 

 それと、Wi-Fi は入っていますか。 

○三田公民館長 

 Wi-Fi が入っているお部屋と、入っていないお部屋にもポケット Wi-Fi というものを貸

し出して使えます。音が出なければ、スマートフォンで学習するのも、やっていただいて

もいいかなと思っています。 

○本間委員 

 今、マックにしても、長居するからといって Wi-Fi を切っている。図書館に行ってお勉

強するような子供ではない子供が多分来るのかな。ゲーム機を持ってきて、全部飛ばせる

ので、いろいろ情報が入ってしまうから、そこがすごく厳しい。施設も、どれだけ Wi-Fi

でトラブルを起こさないようにするかというのは考えてやってます。だから、「Wi-Fi 使

い放題」なんて書いてあったら、みんな行ってしまうのかなと思いました。 

 ちょっとそこが厳しいので、取りあえず約束事というのはつくっているんですか。 

○三田公民館長 

 つくる予定でおります。ゲームはしないということですね。スマートフォンが、ゲーム

をやっているのか、勉強しているのかというところが、画面を見るわけにもいかないので
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確かに難しいところはあるかと思うのですけれども、ある程度周りに迷惑がかからない

学習方法で学習していただければ、スマートフォンも、高校生とかはお持ちだと思うの

で、ありかと思っています。 

○本間委員 

 学校からタブレットをもらって帰ってくるから、ちょっと変なところでつないだら駄

目になってしまうからと、多分そういうところに行ってみんなやっているのかなと思う

ので、そこも気をつけなければいけない。今、Wi-Fi があれば何でもやってしまうので、

そこは厳しく。小学生、中学生は特に、変なアプリを取ってしまったら終わりなので、そ

この約束事とか何かがあれば、外で遊んでいるよりは、「クーラーが効いているから、朝

９時から行くか」なんて行く子が増えてくるのかなと思いました。そこは気をつけなけれ

ばいけないなというのがあって、そこだけ気にしていました。 

 お弁当持ちでいいなら持っていって、コンビニで買ってきた弁当を食べてもいいとい

う条件だったら、買ってきて食べてしまって居座るかな。児童ホームみたいに帰らなけれ

ばいけないというところもあるけれども。「ここで食べてもいいならいるか」と言って、

サンドイッチを買ってきたり弁当を買ってきて食べるかなという気がするので、そこは

ちゃんとある程度のルール的なものをつくっていないと。 

○三田公民館長 

 定期的に職員が巡回する予定ではおりますので、あまり騒ぐようでしたら、注意もしよ

うと思っております。 

○本間委員 

 誰かが、見届けられる人がいればいいのかなと。 

○三田公民館長 

 常駐ということにはできないので、定期的に時間を、30 分なり１時間なり区切って巡

回するような感じでやろうと思っております。 

○本間委員 

 おうちにいるより、そういうところに行きなさいという親が結構いるので、開放されて

うれしいなと思うので、いいのかなと思いますけれども、本当にそこだけはルールをちゃ

んとやっておかないと、何が起こるか分からないから、気をつけたほうがいいかなと。

我々の経験から。Wi-Fi なんかも本当に怖いぐらいなので。ゲームをやりっ放しでいいと

いうなら、うちの子もずっと行くのではないかな。うちは時間で決めているけれども。 

○三田公民館長 

 画面を見て、ゲームと明らかに分かる場合には、「それはゲームだよね」とお声かけし

ようかなとは思いますけれども。 

○本間委員 

 そこはちょっと気をつけて見ていただけると、我々親からすれば、行ってくれれば、勉
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強しているのだなと思って感謝してしまいますけれども。ありがとうございます。 

○三田公民館長 

 ありがとうございます。 

○本間委員 

 習志野台の公民館も、「夏休みこどもエコ教室」といって結構そういう夏休みのものが

入っているので、うちの子にも「行くなら行きなさい」と言ったけれども、「工事中か」

という感じで。 

○習志野台公民館長 

 これは児童ホームでやります。あとは、事前受付になります。 

○本間委員 

 あと、日大の「小学生親子見学会」というのは、高学年は子供同士でもいいのか、それ

とも。 

○習志野台公民館長 

 いえ、全部親子です。 

○本間委員 

 では、６年生なんて親は来ないんだ。 

○習志野台公民館長 

 今、数字を持っていないのですが、５、６年もいます。１、２年も４、５名おります。

内容的に低学年には難しいのですけれども、親子での見学も楽しいですし、ここにこうい

う施設があるのだなというのを知ってもらうのもいいと思います。 

○本間委員 

 現地集合ですか。 

○習志野台公民館長 

 日大前駅で近くなので、駅集合とさせていただいております。 

○本間委員 

 分かりました。 

 あとは、飯山満ですけれども、毎年船橋東高校の科学部のをやっているけれども、やっ

ぱりそういうのはとてもいいことで、参加した子が、数年後に自分もああいうふうになれ

るね、やってみたいなというような、いい機会を与えてくれる、刺激になってくれるのか

なと思うので、続けてほしいなという気はします。そういうところは大事だなと。高校生

の姿を見て、数年後に自分もああいうふうになれるのかなという刺激になって、いい子が

育つといいなと思っています。 

 あと、「読書感想文教室」って参加者は多いんですか。 

○飯山満公民館長 

 まだこれからで、各 10 名ずつですけれども、多分定員にはいくと思います。学校の先
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生に聞いたら、今は必須ではないような。 

○本間委員 

 今は感想文はないんですよね。 

○飯山満公民館長 

 ないというか、自由らしいです。 

○本間委員 

 自由なんだってね。書かない子が多いのかな。うちもあまり書いていない。しつこくは

やっていないのだけれども。 

○飯山満公民館長 

 飯山満南小が学区なので、校長先生に聞いたら、読書感想文は必須ではなく任意だとい

うような話でした。10名ぐらいは多分集まると考えています。 

○本間委員 

 次、薬円台ですけれども、ＤＩＹはなかなか自分で道具を使ってやることはできないの

と、まず、今の子供に道具を、これはペンチなのか何なのか、そこの名称から覚えさせて

くれるのがあれば、本当にうれしい。「ペンチを持ってきて」と言うと、「え？」という

ことが多いので、まず道具の名前から教えてあげてほしいなというのがあります。そこで

つくって出来上がったものを持って帰れると、すごくすてきかなと思っています。 

 あと、キムチづくりは冬ではなくてこの時期なんですか。 

○薬円台公民館長 

 そうですね。 

○本間委員 

 だって、イカを入れたりするのでしょう。塩辛を入れたりするのでしょう。イメージは、

10月、11月の寒い日とか、そういうときのキムチかなと思って。私は好きで、いいなと

思って、私も入りたいぐらいだけれども。そういう時期があるのかなと。 

 あともう一つは、「薬円台ふれあいコンサート」のなべとスティールパン。知っている

人は知っているけれども、なかなかああいうチャンスはない。日本の楽器ではないのがあ

るというのはすてきだなと。昔はないから、向こうの人たちは鍋でつくって、それでやっ

ている現状だから。そういう場面も教えていただけると楽しいかなと思っています。「あ

あ、楽しそうだな」と思って見ていました。 

 私からの質問は以上です。 

○大塚委員長 

 ありがとうございました。 

 私のほうから皆さんに、今、船橋の全人口は 66 万人とか 67 万人ということになって

いますよね。それで、なおかつ時代が変わったからかもしれませんけれども、青少年問題

で３つばかり市の委員をやっているのですけれども、やはり貧困家庭だとか、学校に出な
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い子だとか、皆さんご存じのとおり、いろいろな問題が今山積しているということもあり

ます。それが公民館とどういう形で結ぶということを言いたいのではなくて、実際に公民

館さんが事業計画を立てて一生懸命やっていただいているというのは感謝すれど、ほか

のことはないのですけれども、実際の事業計画をやって、例えば５年前と今と、人口が増

えたけれども、公民館に来ていただける人口は平行なのか、それとも増えているのかどう

なのか。私も公民館さんのこれを何十年やっていますから、昔の資料を見れば分かるので

すけれども、それを出したところでどうということはないので、今、皆さんに聞いたのは、

皆さんが自分の感覚で、今の公民館に参加する大人も子供もそうなのですけれども、基本

的にあまり変わらない人数で移行しているのかどうか。要するに、人数制限していますか

ら、来たくても来られないという部分もあると思いますので、それが正しいかどうかは別

にして。 

 どうですか、全般的に。例えば、東部地区の公民館で常にやってきた部分については、

人数的には大体こんなもので公民館の事業が進められているので、いいのではないです

かねという漠然たる何か思いがあったら。 

○東部公民館長 

 統計上のデータは今は持っていませんが、事業数と参加人数は教育要覧等で発表させ

ていただいておりますので、５年前と比較してどうなのかということであれば、その数字

をまずは比較してみてということでお話しすることはできるかと思います。 

 あとは、公民館主催事業の参加者、それから、後でもまた議題になりますけれども、公

民館のサークルの利用数、そういったものにつきましては、サークル数が減少傾向にある

ということは結果として数字上は出ております。やっぱり高齢化、そういったもので解散

というのが目につくところでございますので、そういった傾向にはあるかと思っており

ます。 

○大塚委員長 

 私が言いたいのは、今館長が言ったように、その状態がどうかということを知ることに

よって、それがいいとか悪いとかではないんですよ。社会情勢という形の中で、10 年、

５年、その前の状況と今とは全然違いますから、それに対して、いい、悪いという部分で

はないと思うんですね。ただ、私どもが市民の方に提供するものについて、本当に今何が

求められているのかという部分と、公民館としてはこういう事業を進めていくことが必

要なんだという部分と、両方あると思うんですよね。その部分をある程度知っておきた

い。僕ももうあと数年しか生きられませんから。ということで、東部公民館として、「俺

たちはやってきた、ここまでやったぞ」という部分まではいかなくても、みんなでやって

きたけれども、やっぱりここの部分は必要だったなというのがあるような気がしてなら

ない。 

 と同時に、また後で東部公民館長さんからご報告があると思うのですけれども、今年度
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も見学したいということで要望してありますので、各公民館からそれをいただければ、ま

た去年と同じように各公民館に足を運ばせていただければありがたいと思っています。

一番大事なのは、皆さんと会うことと、現場の参加者の方々の声を聞けるということは私

としては大変ありがたいものですから、その辺、ひとつご協力いただければありがたいと

思いますので、お願いいたしたいと思います。 

 それではご意見を。どうぞ。 

○吉田委員 

 三田公民館さん、夏休みの「親子防災講座」というのは初めて見ました。今までやって

いましたか。 

○三田公民館長 

 ２年前に同じような形で実施しています。「あっぱ君」というハート型のクッションと

いいますか、それを圧迫するという、そういうものを２年前にやっております。 

○吉田委員 

 なぜかというと、ＳＬネットワークの方に来てくれるような話をよくされていますよ

ね。非常にいいことだと私は思っています。今、防災関係というのは非常に我々にとって

も大切なことだし、それに親子で来るということがいいイメージなのかなと思います。今

までそういうイメージがあったかなと。あまり親子では記憶がないので。 

○三田公民館長 

 あまり表に出していなかったかもしれないのですが、親子です。 

○吉田委員 

 ただ、テーマ的にはいいけれども、内容的にはどういう形でやるのかな。 

○三田公民館長 

 内容としては、災害のときにＡＥＤが必要な状態になったり、あるいは胸骨圧迫で心臓

マッサージをしてあげなければいけない状況になったときに、お子さんでもそれができ

るといいますか、やろうとする気持ちをまずは持ってもらうということで、実際に「あっ

ぱ君」というハート型のピンク色のクッションみたいなものがあって、ちゃんとぎゅっと

奥まで押すとキュッと音が鳴ります。それを使って子供たちにはやってもらって、親御さ

んにもやっていただく。あと、ＡＥＤの使い方も、どこに貼るのかというところを実際に

体験していただくという内容になっております。 

○吉田委員 

 了解です。ぜひもう少し進めた形で。本当は三山（市民）センターのほうもやればいい

と思うんだけど。三田公民館でやったよという一つの宣伝になるかなと思っているので、

ぜひ頑張ってやってください。 

○三田公民館長 

 はい。 
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○吉田委員 

 以上です。 

○大塚委員長 

 それでは、公民館の事業計画について、一通り話が出尽くしましたので、採決をとらせ

ていただきます。東部ブロック公民館事業計画につきまして、ご承認いただける方は挙手

をお願いいたします。 

（全員挙手） 

○大塚委員長 

 全員挙手をいただきました。ありがとうございました。 

 今日は傍聴人はいないということでよろしいですよね。 

○東部公民館長 

 はい。 
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○大塚委員長 

 それでは、その他になりますけれども、事務局から連絡事項はありますか。 

○事務局（東部公民館長補佐） 

 委員の皆様、本日はたくさんのご審議、ありがとうございました。 

 次回は、令和７年度第３回東部公民館運営審議会になります。日程は、９月 25 日、木

曜日、午後３時から、場所は、本日と同じ東部公民館の音楽室を予定しております。 

 大塚委員長、事務局からは以上です。 
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○大塚委員長 

 ありがとうございました。 

 これをもちまして、令和７年度第２回東部公民館運営審議会を閉会いたします。お疲れ

さまでした。 

午後５時４４分閉会 


